
永井政次博士の逝去を悼む

時 田 旬日

J. Tokida: Masaji NAGAI (1905-196の

26年3月に岩手大学投

学部教授となり ，多数
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tこ教授として迎えられ

の研究業績を残してい

る。また ，岩手県文化

財専門委員 ，盛岡市文

化財調査委員として，
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160 藻 類 第15巻 第3号 昭 和42年 12月

本は北大農学部の膳葉箱に保存されている。大形コンブ科植物の蹄葉を模造紙

の全紙を台紙として作る住事に没頭していた君の姿が印象に残っている。岩手

大学では学生に慕われ，卒業式の日には家の前の道を学生たちが口々に「親父/

山男ノパンザイ/Jと叫びながら通るのが例であった。

操子夫人はかねてから篤信なクリスチャンであるが，君も昭和36年に入信し

て受洗するに至った。夫人との聞に 1男2女があり，長男と長女にはそれぞれ

2児と 3児があっ-C， 5人の孫さんの良いおぢいちゃんでもあった。盛岡を愛

して永住の地ときめ，館坂橋に近い安倍館町2-23に立派な家を新築して住ま

れたが，間もなく病にたおれ，住んだのは 1年に満たなかった。入院中，盛岡

で植物病理学会があったので，何人かの旧友に泊って貰うのだといって 2階の

整備をいそがせるという心の配りょうであったが，完成したけれども，どなた

も遠慮して泊っていただけなかったとは夫人の話である。
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学会録事

会員移動

(昭和42年4月1日から10月31日まで)

新入会 (37.名〉

- 39ー




